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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 スピントロニクス研究の根幹を担っているのはスピン流です。電荷の流れを伴わない純スピン流は、ジュール熱によ

る散逸がないため応用面からの期待も高く、電磁気的、熱的・光学的など多様な生成方法が実験的に実現されていま

す。しかし、このスピン流にはスピンの非保存性に伴い一意な定義ができない事や、直接観測できないといった物理的

に解決しなければならない問題も多く存在します。これらの原理的な問題を解決し、スピン流をはっきりと理解する事

が本研究の目標です。本年度はスピンポンピングにより生成されるスピン流に関して以下のような成果が得られまし

た。  

 電流やスピン流には場により駆動される流れと、もう一つは電荷やスピンの蓄積からの拡散による流れが存在しま

す。我々の研究によって、スピン流においてはこれら二つの流れが異なる特性を示す事が明らかになりました。我々

は強磁性-非磁性金属接合系において、強磁性共鳴現象を利用して強磁性体から非磁性体にスピン流を注入できる

というスピンポンピング効果を解析しました。その結果、磁化構造がゆっくりした空間変化をもっている極限では、生成

されるスピン流は拡散流が支配的となり、強磁性体中の磁化が作る有効場による流れはほとんど効きかない事が判

明しました。スピン流は直接観測できないため、スピンポンピング効果によって生成したスピン流を逆スピンホール効

果によって電気的に観測する事を考えます。この変換においてもそれぞれのスピン流は異なった変換を受け、さらに

変換則はスピン軌道相互作用の型にも強く依存することがわかりました。これらのことから、スピン流が電流に変換さ

れるという単純な描像が必ずしもなり立っていないことが明らかになりました。今後はスピン流とスピン軌道相互作用

のタイプまで踏み込んだスピン流制御が必要となると思われます。 
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欧文概要 ＥＺ 
 Using microscopic theory, we investigate the properties of a spin current driven by magnetization 

dynamics. In the limit of smooth magnetization texture, the dominant spin current induced by the spin 

pumping effect is shown to arise from diffusion associated with spin accumulation. That is to say, there 

is no effective field that locally drives the spin current. We also investigate the conversion mechanism 

of the pumped spin current into a charge current by spin-orbit interactions, specifically the inverse 

spin Hall effect. We show that the spin-charge conversion does not always occur and that it depends 

strongly on the type of spin-orbit interaction. 
 

 


